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１．背景と目的  

 我が国の高速道路においては、供用年数が長い橋梁が数多く存在し、それに伴い劣化が顕著になってきてい

る。その中のひとつとして、ＮＥＸＣＯ西日本が管理するコンクリート橋のうちＰＣ連続合成桁橋における劣

化損傷が近年多く報告されている。定期点検結果に基づき劣化損傷の特徴や傾向を分析し劣化原因を明らかに

するとともに、当該形式の構造特性を踏まえた補修補強方法を検討した。本稿では、ＰＣ連続合成桁橋の採用

の歴史、構造特性とともに、中国管内における代表的な損傷が生じた２橋に対する検討事例を報告する． 

２．ＰＣ連続合成桁の採用の歴史と構造特性 

 ＰＣ連続合成桁橋は、昭和 38 年に我が国で初めて名神高速道路にて採用された．この背景には、単純桁を

並べただけの単純桁橋から単純桁を連続したＰＣ連続合成構造にすることで、快適な高速走行を目指したこと

にあった．ＰＣ連続合成桁の構造別部材の区分を図-1 に示す．ＰＣ連続合成桁は主桁・横桁の他、中間支点

上のＰＣケーブルを配置した１次床版と、ＲＣ構造である２次床版で構成されている．また施工順序としては

図-2 に示すとおり、プレキャストＰＣ単純桁を仮支点上に架設し連結した後、中間支点上の１次床版にプレ

ストレスを導入するものである．なお連続後は２点の仮支承から１点支承に置き換えている．その後、日本道

路公団は標準設計に着手し、多くのＰＣ連続合成桁橋を建設した．しかし、中間支点上の床版へのプレストレ

ス導入に関しては、施工面での複雑さが多く、早期施工等の面からＲＣ構造による連続構造に切り替わり、現

在では、ＰＣ構造による連続合成桁橋の採用はされていない状況である． 

 

 

 

３．主な損傷事例 

 ＰＣ連続合成桁橋の損傷事例として、中国自動車道 A 橋におけ

る一次床版の損傷状況を写真-1 に示す．劣化は主に PC 鋼材が内

部に配置された１次床版の主桁と床版の境界付近に発生している

ことから、材料や環境よりも構造特性による影響を受けている可

能性が高いと推測される．また、中国管内では凍結防止剤散布の

影響による塩害劣化が多く見られ、鉄筋のみならず稀に A 橋のよ

うにＰＣケーブルの腐食が確認される場合もあり、１次床版にお

ける類似の劣化損傷は多数の橋梁で報告されている． 
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図-2 ＰＣ連続方式の施工順序 

写真-1 1 次床版上面の損傷事例 

図-1 ＰＣ連続合成桁橋の部材区分(側面図) 



また、広島自動車道 B 橋における主桁の損傷事例を写真-2 に示

す．点検により主桁（下部）のかぶりコンクリートの浮き剥離が

確認され、あらかじめ剥落防止ネットが設置されていたため剥落

事象には至らなかったものの、劣化部等を除去すると鉄筋が腐食

していた．このような主桁の局所的な損傷が管内で十数橋報告さ

れている．  

  

４．補修補強検討  

 （１）Ａ橋の対策検討 

 対策工法の検討にあたり、床版劣化の要因である内在塩分の除去の観点より、以下の表-1 の通り比較し

た．プレストレスへの影響に配慮するとともに確実な塩分除去のために、床版は全面打替えを基本とした． 

 

 

 １次床版を打替えるにあたり、床版内に配置されている PC 鋼材は撤去されるため、床版新設時に現状の主

桁構造を再現するには、新たにプレストレスを与える必要がある．現状と同様に１次床版内に PC 鋼材を配置

すると、将来に部分的な床版補修（断面修復等）が必要となる場合には、はつり時の断面欠損に伴う影響が懸

念されるため、１次床版内に PC 鋼材を配置しないで済むような構造への変更が有効であると考える．そこで、

Ａ橋においては、図-3 のように外ケーブル補強を行う方針とした．この他には、連続構造を２点支承に取替

え、ＲＣ構造とすることも考えられるが、Ａ橋は耐震対策済みであるため構造変更は行わないこととした． 

 

 

 

 

写真-2 主桁(側面)の損傷事例 

表-1 対策工法の比較 

図-3 外ケーブル配置の概略図（側面）



 （２）Ｂ橋の対策検討 

図-4はＢ橋の主桁ケーブル形状を示しており、写真-2の劣化損傷は１次・２次床版の施工継目部（施

工目地）で生じていた．図-5は損傷箇所（１次・２次床版の継目位置）の断面図であり、主桁下部の側

面と下面のかぶりコンクリートが剥離している状況であった．また、一部のＰＣ鋼材で局所的な腐食が確

認されたが、グラウトの充填不足は無く、他のＰＣ鋼材の変状は見られなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

床版上面の状態を確認するため、舗装を開削した状況を写真-3に示す．排水ます周辺においては、床

版の劣化損傷の程度は軽微で、床版下面からの観察においても漏水箇所（遊離石灰発生箇所）は排水ます

から離れた位置であった。床版上面で確認した打継目の位置は、床版下面側の漏水箇所とほぼ一致してい

たことから、１次床版と２次床版の打継目からの漏水が主桁損傷の原因と考えられる。図-6に示すよう

に、張出し床版部からの漏水が主桁側面に流れ、その中に含まれる凍結防止剤の塩分によって鉄筋腐食が

発生したものと考えられる．  

 

 

 

以上の劣化要因を踏まえ主桁の補修方法を検討することとした．着目点としては、①塩分除去、②劣化

因子の供給停止、③PC 鋼材腐食の影響である。①塩分除去に関して、今回対象とする橋梁は PC 構造であ

るため、深くはつれず、浮部の除去のみとするため、塩分吸着材入セメントによる断面修復を用いる方法

（SSI 工法）を採用する方針とした． 

次に②劣化因子の供給停止に関しては、床版防水による漏水対策が基本となる．この他には、現地の状

況に応じて排水管補修やハンドホール補修などの対策も重要となる．また、③PC 鋼材腐食の影響に関し

ては、今回の損傷では１主桁あたり６本配置されたＰＣケーブルのうち１本において局所的な腐食が確認

されており、実際には破断していないが、仮にケーブル１本が破断した条件を考慮して照査した．継目位

置及び支間中央における主桁下縁の応力度は許容値を満足することが確認できたため、外ケーブル等によ

る補強は不要と判断した． 

 

 

図-4 主桁ケーブルの配置 図-5 主桁損傷箇所断面図 

写真-3損傷部近傍の床版上面の状況 図-6漏水経路イメージ 



５．まとめ  

 本稿では、中国管内の２橋と対象として、ＰＣ連続合成桁橋における主な劣化損傷に対する検討事例を示し

た．今後は、より詳細な設計検討に着手するとともに、工事に伴う交通規制等による社会的影響を最小限とす

るため工程短縮が可能な施工方法等を検討する予定である． 
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